
�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

																											 


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������























���������������������������
���������������������������

������������������������������������������

新
入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
一
人
ひ
と
り

異
な
っ
た
意
見
を
持
つ
中
で

意
見
を
ま
と
め
、
一
つ
の
結

論
を
出
す
難
し
さ
や
他
人
の

意
見
を
尊
重
す
る
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
１１
人
の
先
輩
方
の

学
生
生
活
の
話
で
は
、
今
ま

で
の
活
動
や
、
経
験
な
ど
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
「
や
ら
な
き
ゃ
始
ま
ら
な

い
」
と
い
う
先
輩
の
一
言
を

聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

勉
学
も
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た

い
こ
と
を
や
る
！

そ
し
て
、
悔
い

の
な
い
大
学
生
生

活
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

４
年
間
は
、
あ

っ
と
い
う
間
だ
と

思
い
ま
す
が
、
自

分
は
将
来
ど
の
よ

う
に
生
き
た
い
の

か
、
そ
し
て
自
分

が
ど
う
変
わ
っ
て

い
き
た
い
の
か
を

見
つ
け
出
す
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で

す
。
将
来
、
セ
ミ
ナ
ー
で
出

会
っ
た
先
輩
方
の
よ
う
に
、

自
信
を
持
ち
輝
い
て
い
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

新
入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
、
先
輩
方
の
経
験
談

や
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
４
年
間

を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

く
べ
き
か
、
考
え
さ
せ
ら

れ
、
「
常
に
自
分
で
物
事
を

考
え
、
行
動
し
て
い
く
」
こ

と
を
第
一
に
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
で
知
り
合
っ

た
仲
間
た
ち
と
の
絆
が
深
ま

り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

の
一
つ
を
、
専
大
に
通
う
新

入
生
の
中
の
だ
れ
よ
り
も
早

く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
富
士
急
ハ
イ

ラ
ン
ド
で
の
「
高
飛
車
」
の

感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

プ
レ
ゼ
ン
発
表
で
は
、
当

初
意
見
の
食
い
違
い
に
よ

り
、
私
た
ち
の
班
は
ま
と
ま

り
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

先
輩
の
助
言
を
受
け
て
団

結
。
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生

か
し
な
が
ら
発
表
し
ま
し

た
。
結
果
は
３
位
。
自
信
が

な
か
っ
た
の
で
思
わ
ず
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
は
、
セ

ミ
ナ
ー
の
企
画
を
知
っ
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
」
と
思
わ
な
け
れ

ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
こ

の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
常
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

専
修
大
学
創
立
１
３
０

周
年
記
念
映
画
『
学
校
を

つ
く
ろ
う
』
の
学
内
上
映

会
が
４
月
７
日
か
ら
２８
日

ま
で
、
生
田
・
神
田
両
キ

ャ
ン
パ
ス
で
計
１２
回
開
か

れ
た
。
映
画
は
、
明
治
維

新
の
動
乱
期
に
ア
メ
リ
カ

に
留
学
、
そ
の
後
、
専
修

学
校
（
専
修
大
学
の
前

身
）
を
創
立
し
た
相
馬
永

胤
、
田
尻
稲
次
郎
、
目
賀

田
種
太
郎
、
駒
井
重
格
の

４
人
の
青
春
時
代
を
活
写

し
た
。
上
映
会
は
今
春
、

入
学
し
た
１
年
次
生
に
、

専
修
大
学
の
歴
史
や
「
建

学
の
精
神
」
、
大
学
で
学

ぶ
意
義
や
建
学
に
燃
え
る

創
立
者
た
ち
の
「
熱
き
思

い
」
に
接
す
る
こ
と
で
、

１
３
０
数
年
を
超
え
る
歴

史
を
も
つ
専
修
大
学
で
勉

学
す
る
こ
と
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
し
た
。

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
販
売

中
。

１
年
次
生
が
有
意
義
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
先
輩
学
生
や
教
職
員
と
交
流
す
る
新
入

生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
２４
日
か
ら
３
日
間
、
伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
新
入
生

５２
人
と
先
輩
学
生
、
教
職
員
あ
わ
せ
て
７０
人
が
参
加
。
二
人
の
１
年
次
生
の
寄
稿
を
紹
介
し
よ
う
。

台
湾
で
行
わ
れ
た
学
生
部

セ
ミ
ナ
ー
∥
前
号
既
報
∥
の

参
加
者
が
、
３
月
９
日
、
台

湾
校
友
会
の
盧
中
庸
会
長

（
昭
２３
専
門
政
経
）
と
台
北

市
で
懇
談
し
た
。

一
行
は
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー

引
率
の
佐
竹
弘
靖
学
生
部
次

長
と
学
生
１６
人
。
在

外
研
究
員
と
し
て
台

湾
の
中
山
大
学
に
滞

在
中
の
松
永
賢
次
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
教
授
も
加
わ
っ
た

∥
写
真
。

参
加
し
た
学
生
た

ち
は
盧
会
長
の
専
修

大
学
時
代
の
話
を
熱

心
に
聴
き
、
貴
重
な

体
験
を
し
た
。

今
年
入
学
し
た
留
学
生
の

学
業
・
生
活
面
を
、
先
輩
学

生
た
ち
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

「
新
入
留
学
生
合
宿
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
４
月

１４
、
１５
の
両
日
、
本
学
の
伊

勢
原
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
で
行
わ

れ
た
。

新
入
留
学
生

６０
人
と
先
輩
留

学
生
、
日
本
人

学
生
、
教
職
員

合
わ
せ
て
１
０

０
人
が
参
加
。

大
学
生
活
の
相

談
会
や
歓
迎
会

で
ゲ
ー
ム
を
楽

し
む
な
ど
参
加

者
は
交
流
を
深

め
た
。

毎
年
恒
例
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
「
留
学
生
と
日
本
人
学
生

の
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
ア
ジ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
留
学
生
と
親
睦

を
深
め
よ
う
。

▽
日
時
∥
６
月
最
終
週

１７

時
～
▽
会
場
∥
向
ヶ
丘
遊
園

駅
前
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
」


・
□申

国
際
交
流
事
務
課

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

５
０

戦後まもなくすると、欧米の先進

諸国は、日本を含む相対的に貧しい

諸国からの有為の若者に高等教育の

機会を与える博愛主義的政策を積極

的に推進しました。北米大陸では、

ＴＯＥＦＬで優秀な成績を収めれ

ば、授業料の減免は普通でしたし、

学部時代の成績や推薦状、受け入れ

大学の教員スタッフの研究上の必要

度に応じて、リサーチ・アシスタン

トの道も開かれていました。

事実、１９７０年代の初めに筆者が所

属したマックマスター大学政治学専

攻修士課程在籍者１１人のうち、筆者

同様、アジア地域出身のキム君（韓

国）もウィリー君（マレーシア）も、

授業料は免除されていました。

今や日本のＧＤＰは世界第３位、

まぎれもなく「豊かな先進国」の仲間

入りを果たしました。そして、言うま

でもなく、かつて筆者が享受した恩

典はとっくの昔になくなりました。

逆に、本国人よりも高い授業料を

払うのが当たり前ですし、まして

や、奨学金を得るのは至難の業で

す。隔世の感があります。

それに、今時の若者は「そと」に

出たがらないそうです。内向きにな
どう けい

っているのですね。もはや憧憬の対

象ではない欧米に、どうして苦労ま

でして行く必要があるのかというこ

となのでしょう。その上、情報化時

代を迎えて、その気になればおよそ

あらゆることがネット上で検索でき

ますから。

それでも、あえて一言。欧米に限ら

ず、「そと」に行って生身の自分の五

感を駆使して得られるものは、一生

ものの貴重な体験なのですが……残

念です。

※全文は LL 研究室ホームページで

連
合
県
人
会
の
新
入
生
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
「
第
４５
回
青
衿

祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

▽
日
程
∥
６
月
２
日
（
土
）

１７
時
開
演
▽
会
場
∥
日
本
青

年
館
大
ホ
ー
ル
▽
テ
ー
マ
∥

「S
t
e
p

b
y

S
t
e
p

」
▽
ゲ

ス
ト
∥H

O
M
E
M
A
D
E

家
族



専
修
大
学
青
衿
祭
実
行

委
員
会
本
部
（
☎
０
８
０
・

２
０
２
３
・
８
１
１
３
）

近
年
、
大
規
模
災
害
が

頻
発
す
る
な
か
、
学
生
に

日
ご
ろ
か
ら
の
「
心
の
構

え
」
を
し
っ
か
り
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
本
学
で
は

『
大
地
震
対

応
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
（
ポ
ケ

ッ
ト
版
）
∥
写
真
∥
を
作

製
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
全

学
生
に
配
布
し
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
水

に
強
く
破
れ
に
く
い
ス
ト

ー
ン
ペ
ー
パ
ー

製
で
、
折
り
た

た
ん
で
コ
ン
パ

ク
ト
に
持
ち
運

ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
地
震
発
生

直
後
の
行
動
や
避
難
の
仕

方
、
家
族
・
大
学
へ
の
連

絡
方
法
、
避
難
時
に
便
利

な
ア
イ
テ
ム
の
一
覧
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
携

帯
版
も
公
開

さ
れ
て
い
る

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
n

s
h
u‐

u
.
a
c
.
j
p
/
k
o
h
o

/
e
q
m
/

）。

問
い
合
わ
せ
は
、
学
生

生
活
課（
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
６
７
）ま
で
。

新
入
留
学
生
合
宿

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▲ マックスマスター大学の

University Hall

新入生歓迎セミナー開催

１
０
０
人
が
参
加

▲ 新入生に体験談…先輩学生の腰本博美さん（経済４）

小
池

あ
ゆ
み
（
経
済
１
）

寄

稿

▲ 新入留学生が先輩学生と交流

輝いて４年間を過ごそう

「
そ
と
」の
事
情
と
「
そ
と
」へ
の
志
向

佐藤 恭三 法学部教授

英 語

ー●８●ー

関
本

将
乃
（
法
１
）

寄

稿

第
２７
回
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
交
流

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集
中
！

第
４５
回
青
衿
祭

６
月
２
日（
土
）開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
と
う

大
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を


盧
中
庸
・
台
湾
校
友
会
長
と
懇
談

『
大
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
』作
成

学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
参
加
学
生

（ネット情報３）ジロス

「
創
立
者
４
人
の
志
に
感
銘
」

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の

学
内
上
映
会
１
年
次
生
が
鑑
賞

先輩学生や仲間たちと交流先輩学生や仲間たちと交流
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